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力学の複合 月 日

1 2つの装置を組み合わせる 発展

動滑車(どうかっしゃ)は力が半分、輪軸(りんじく)は「力×半径」が左右で等しいとき、つり合います。

(1) 半径30cmの大輪と、半径15cmのじくがいっしょに回る輪軸があります。じくにまいた

糸は、動滑車にかけ、糸の他方は天井にとめます。動滑車には重さ200gのおもりをつる

します(動滑車の重さ・糸の重さ・まさつは考えない)。大輪には、じくとは反対まわりに糸

をまき、先におもり ? をつるします。輪軸がつり合うとき、おもり ? は何gですか。

答え g

2 板の積み重ね・つり合いの判定 発展

てこは、「力の大きさ×支点からの長さ」が、左まわりと右まわりで等しいとき、つり合います。

(1) 長さ48cm、重さが同じ長方形の板が3枚あります。重心とは、重さが1点に集まっている

とみなせる点で、1枚の板の重心は、板の長さのまん中です。つくえのはしから、板を1枚

ずつ重ねてのせます。どの板も、その板の上にのっている板ぜんたいの重心が、その板の

はしの真上にくるまで、ずらします。いちばん下の板は、3枚ぜんたいの重心が、つくえの

はしの真上にくるまでずらします。いちばん下の板の、つくえから遠いほうのはしは、つく

えのはしから何cm出ますか。　答え cm
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